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中学生の数学的思考スキル自己評定尺度の構成
Construction of Self-Rating Scale of 
Mathematical Thinking Skills for











 Self-rating scale of mathematical thinking skills, consisting of thirty scale items, was constructed as an original scale 
for junior high school students. Each of the scale items, expressed by a simple sentence, represented the mathematical 
thinking skill derived from eleven categories of mathematical thinking which had been assumed on the basis of previous 
researches. Participants (N=138) were the fi rst-grade students of a public junior high school. They were asked to rate, 
while recollecting their experience of problem solving in mathematics,  the degree of use for each skills on a 5-point 
scale. Factor analysis with principal factor method and promax rotation was performed on these ratings. Four factors 
were extracted, i.e. "skill to imagine a problem-solving setting and its solution", "logical- thinking skill", "information-
arrangement skill", and "skill in visualizing the thinking process". These fi ndings, as well as the validity and reliability of 
this scale, were discussed from the perspective of educational psychology.
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全体 上位群（n=34) 下位群 (n=34)
ｔ値
平均 SD 平均 SD 平均 SD
１ 問題を解くとき，どの解き方が簡単か考える。 2.86 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.98 3.62 0.89 2.12 0.73 7.61**
２ 大事な情報を仲間わけしたり，結びつけたりして考える。 2.70 1.10 3.32 1.04 1.82 0.67 7.08**
３ 順を追って，ひとつひとつ確かめながら，解いている。 2.86 1.04 3.76 1.02 2.38 0.95 5.78**
４ 聞かれていることは何なのか考える。 3.41 1.02 3.88 0.95 2.74 0.90 5.13**
５ 重要な情報は何か考える。 3.28 1.14 3.94 0.92 2.35 1.15 6.29**
６ 問題を図や表，グラフ，式などに表して考える。 2.86 1.10 3.15 1.10 2.32 1.01 3.21**
７ 問題の中の重要なことがらには，線を引いたり，しるしを付けて考える。 2.82 1.31 3.35 1.28 2.24 1.37 3.48**
８ ひとつひとつ順を追って，なぜそうするのかを考えながら解いている。 2.62 1.00 3.29 0.91 1.91 0.87 6.43**
９ はじめに，問題の答えをどんな形で出せばいいのか考える（人，数，文字，cm，など） 3.06 1.13 3.74 1.11 2.44 0.99 5.07**
10 文章問題を解くとき大事なことがらと，そうでないことがらを分けて考える。 2.80 1.11 3.53 0.93 1.94 0.89 7.22**
11 問題の中の重要だと思うことがらは，抜き出してメモして考える。 1.99 1.04 2.79 1.23 1.50 0.79 5.18**
12 「はじめに，」「次に，」「それから，」というように順序だてて考える。 2.08 1.07 2.91 1.11 1.35 0.54 7.35**
13 自分や周りの人の考え方の中から，一番良いと思われる考え方を使おうとする。 3.46 1.22 4.15 0.93 2.38 1.16 6.95**
14 今までに学んだことがらの何を使って解こうか考える。 3.20 1.04 3.91 0.87 2.32 0.68 8.39**
15 長さ，重さ，広さなどは，その大きさをイメージしながら考える。 2.99 1.20 3.79 1.09 2.21 1.09 5.98**
16 ○○の場合はどうか，など場合に分けて考える。 2.49 1.04 3.35 0.88 1.65 0.85 8.12**
17 問題の内容を，記号や，○×△などに置き換えて考える。 2.07 1.14 2.74 1.33 1.41 0.66 5.19**
18 足す・引く・かける・割る，など，どんな計算で解こうか考える。 3.57 1.09 4.21 0.91 2.65 0.88 7.15**
19 重要な情報を見つけようとする。 3.22 1.13 4.12 0.69 2.21 0.95 9.54**
20 簡単に解けそうか，難しそうか考える。 3.54 1.28 4.21 1.04 2.74 1.19 5.43**
21 必要だと思うときには，大切なことを図や表に表して考える。 2.72 1.19 3.24 1.18 1.97 1.09 4.59**
22 自分の答えと周りの人の答えを比べ，違いや同じ点を見つけようとする。 3.34 1.16 3.97 0.97 2.68 1.12 5.09**
23 文章問題を解くとき，状況を思い浮かべながら考える。 3.07 1.14 3.88 0.98 2.21 1.04 6.86**
24 問題を解くとき，まずはじめに解き方の順番を考える。 2.72 1.09 3.65 1.15 1.94 0.89 6.85**
25 似ている問題を思い浮かべて考える。 3.09 1.34 4.26 0.93 2.26 1.21 7.62**
26 同じ形を集めるなど，似ているものをまとめて考える。 2.54 1.05 3.29 0.72 1.94 1.01 6.35**
27 自分の出した答えが，誤っていないか見直しをする。 3.32 1.13 3.85 1.18 2.65 1.07 4.41**
28 今までに学んだことがらで使えるものはないか考える。 3.10 1.04 3.82 0.83 2.35 0.92 6.92**
29 数の大きさやつながりを数直線などを使って考える。 2.25 0.95 2.76 1.13 1.76 0.61 4.55**
30 問題を解くとき，なるべく簡単に解ける方法を考えるようにしている。 3.35 1.22 4.18 0.94 2.38 1.16 7.04**















1 2 3 4 5
第１因子：「場面と解決法のイメージ化スキル」α＝ .82
15 長さ，重さ，広さなどは，その大きさをイメージしながら考える。 0.69 0.41 0.25 0.28 0.12 
14 今までに学んだことがらの何を使って解こうか考える。 0.65 0.27 0.54 0.26 0.51 
23 文章問題を解くとき，状況を思い浮かべながら考える。 0.64 0.37 0.33 0.33 0.22 
18 足す・引く・かける・割る，など，どんな計算で解こうか考える。 0.61 0.30 0.32 0.13 0.34 
24 問題を解くとき，まずはじめに解き方の順番を考える。 0.57 0.55 0.33 0.36 0.21 
28 今までに学んだことがらで使えるものはないか考える。 0.56 0.40 0.29 0.25 0.49 
13 自分や周りの人の考え方の中から，一番良いと思われる考え方を使おうとする。 0.55 0.25 0.49 0.34 0.45 
1 問題を解くとき，どの解き方が簡単か考える。 0.53 0.50 0.35 0.33 0.38 
9 はじめに，問題の答えをどんな形で出せばいいのか考える。（○人，数，文字，cm，など） 0.41 0.30 0.24 0.10 0.27 
22 自分の答えと周りの人の答えを比べ，違いや同じ点を見つけようとする。 0.34 0.29 0.08 0.29 0.26 
第２因子：「理路整然思考スキル」α＝ .79
16 ○○の場合はどうか，など場合に分けて考える。 0.52 0.67 0.43 0.23 0.26 
12 「はじめに，」「次に，」「それから，」というように順序だてて考える。 0.39 0.57 0.19 0.29 0.24 
26 同じ形を集めるなど，似ているものをまとめて考える。 0.39 0.56 0.12 0.21 0.18 
17 問題の内容を，記号や，○×△などに置き換えて考える。 0.36 0.54 0.20 0.32 -0.04 
10 文章問題を解くとき大事なことがらと，そうでないことがらを分けて考える。 0.41 0.53 0.48 0.20 0.27 
8 ひとつひとつ順を追って，なぜそうするのかを考えながら解いている。 0.36 0.52 0.31 0.28 0.25 
11 問題の中の重要だと思うことがらは，抜き出してメモして考える。 0.20 0.52 0.27 0.22 0.21 
29 数の大きさやつながりを数直線などを使って考える。 0.35 0.51 0.33 0.42 -0.04 
25 似ている問題を思い浮かべて考える。 0.42 0.51 0.10 0.46 0.37 
7 問題の中の重要なことがらには，線を引いたり，しるしを付けて考える。 0.06 0.37 0.17 0.22 0.20 
第３因子：「情報整理スキル」α＝ .74
5 重要な情報は何か考える。 0.43 0.35 0.74 0.21 0.25 
4 聞かれていることは何なのか考える。 0.30 0.27 0.68 0.29 0.42 
2 大事な情報を仲間わけしたり，結びつけたりして考える。 0.37 0.51 0.59 0.06 0.12 
19 重要な情報を見つけようとする。 0.52 0.49 0.55 0.14 0.48 
第４因子：「思考過程の顕在化スキル」α＝ .61
21 必要だと思うときには，大切なことを図や表に表して考える。 0.38 0.33 0.13 0.52 0.18 
6 問題を図や表，グラフ，式などに表して考える。 0.15 0.24 0.28 0.52 0.17 
20 簡単に解けそうか，難しそうか考える。 0.39 0.35 0.14 0.51 0.30 
3 順を追って，ひとつひとつ確かめながら，解いている。 0.32 0.41 0.34 0.47 0.06 
27 自分の出した答えが，誤っていないか見直しをする。 0.30 0.23 0.27 0.23 0.58 
30 問題を解くとき，なるべく簡単に解ける方法を考えるようにしている。 0.45 0.45 0.45 0.07 0.56 
因子間相関 １ ２ ３ ４
１ － 0.581 0.461 0.387
２ － － 0.420 0.394






得意群 N＝ 34 苦手群 N＝ 34 t 値
平均 SD 平均 SD
場面と解決法のイメージ化スキル 3.64 0.59 2.66 0.66 6.40**
理路整然思考スキル 2.87 0.73 2.18 0.69 3.99**
情報活用スキル 3.68 0.78 2.61 0.75 5.72**
思考過程の顕在化スキル 3.23 0.84 2.56 0.74 3.47**
全体 3.62 1.03 2.85 0.99 3.12**











































































































































































キルの使用と “ 数学的思考力 ” の関係性について，さら
に慎重な検討が求められる。
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付　　記
１．本論文は，第一執筆者のガイダンスのもとで第二執
筆者がまとめた兵庫教育大学教職大学院報告書（平
成 25年度）の一部を，第一執筆者が再構成したも
のである。本論文における調査研究は，両者の共同
研究として行われた。
２．研究を進めるにあたり，N中学校の校長先生をはじ
め１年生の数学担当の先生方や諸先生方に多くのご
指導とご協力をいただきました。快くご協力いただ
きました先生方，１年生の生徒の皆さんに心よりお
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